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会 長 挨 拶

シ ン ビ オ 社 会 研 究 会 の 今 年 度 活 動 へ の 招 待

会
員

の
種

類
シ

J
ビ
オ
社
会
研
究
会
の
会

員
に

は
次

回
4橿

頬
が

あ
り

ま
す

。

1
 
正

全
員

Z
 
畳

録
会

員
3
 
賛

助
会

員
4
 
海

外
連

縄
全

員

海
外

連
絡

会
員

は
‘

理
事

会
の

綾
薦

で
会

長
が

海
外

の
個

人
に

垂
嘱

し
て
い
ま
す

。

会 長 吉 川

平 成 二 十 八 年 度 の シ ン ピ オ 社 会 研 究 会 の 通 常 総 会 は 、 平 成 二 十 八 年 四 月 二 十 八 日

京 大 百 周 年 記 念 館 で 開 催 し 、 前 年 度 の 事 業 を 娠 り 返 る と と も に 、 役 員 の 全 員 改 選 で

は 四 名 の 新 任 理 事 を 加 え て 今 年 度 の 事 業 計 画 を 決 め ま し た 。 こ の ニ ュ ー ス レ ヲ ー で は

昨 年 度 に 本 会 が 実 施 し た 東 京 と 京 都 で の 講 演 会 、 本 会 が 協 賛 し た 国 際 会 議 の 概 要

を 紹 介 す る と と も に 、 と く に 会 員 寄 稿 に よ る 国 際 会 議 害 加 報 告 や 自 主 研 究 で 開 発 の

リ ス ウ モ ニ ヲ ソ フ ト ウ エ ア の 紹 介 記 事 、 本 会 が 支 援 し た 学 生 さ ん 国 際 活 動 に 参 加 し

た 感 想 記 事 を 掲 載 し て い ま す 。 そ れ ぞ れ の 詳 し い 内 容 に つ い て は 当 会 の ホ ム ベ ジ

中 に 掲 載 し て い ま す の で 、 ご 興 味 の 方 は ご 覧 く だ さ い 。 今 年 度 は 研 究 談 話 会 を 復 活

さ せ 京 都 で 二 回 、 東 京 で 一 回 開 催 し ま す 。 そ れ ぞ れ の 研 究 談 話 会 で は 、 理 事 会 メ ン

バ ー を 三 つ の グ ル ー プ に 分 け て 主 に ヒ ュ ー マ ン フ ア ヴ 告 | 分 野 の 今 目 的 課 題 へ の 取 り

組 み 方 に つ い て 企 画 、 実 施 を 担 っ て い た だ い て 、 展 望 と 議 論 を 深 め る 場 と な る こ と を

期 待 し て い ま す 。 京 都 と 東 京 で の 講 演 会 と と も に 、 会 員 の 皆 様 多 数 の ご 参 加 を 期 待

し て い ま す 。

さ て 、 平 成 二 十 八 年 は ‘ シ ン ピ オ 社 会 研 究 会 を 開 始 し て 十 八 年 、 N P O 法 人 に な っ

て 十 年 目 と な り ま す 。 今 年 度 に は N P O に な っ て か ら の 十 年 の 活 動 を 振 り 返 る 記 念

事 業 を 計 画 す る と と も に 来 年 以 降 の 将 来 構 想 を 検 討 す る こ と と し て い ま す 。 そ れ ぞ

れ の 事 業 や 構 想 を 検 討 す る 取 り 組 み を 具 体 化 さ せ る 過 程 で は 会 員 の 皆 さ ん に そ の

都 度 に 状 況 を お 知 ら せ し 、 い ろ い ろ と ご 協 力 ご 害 加 を お 願 い し た く 、 ど う か よ ろ し

く お 願 い し ま す 。

そ れ で は 皆 様 の 本 年 の ご 健 勝 と 益 々 の ご 発 展 を 祈 念 し ま す 。

特 定 非 営 利 活 動 法 人
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シ ン ビ オ 社 会 研 究 会 関 西 講 演 会 報 告

例 年 三 月 上 旬 に 共 催 団 体 と 大 阪 で 開 催 し て き た 講 演 会 は 、 今 回 は 当 会 主 休 で 平

成 二 十 八 年 二 月 二 十 七 日 に 京 大 付 近 の 芝 蘭 会 館 に て 開 催 し ま し た 。 四 月 か ら 電 力

小 売 市 場 の 全 面 自 由 化 が 開 始 す る こ と を 踏 ま え 、 電 力 シ ス テ ム の ス マ ー ト 化 を テ

ー マ に 第 一 人 者 の ニ 名 の 先 生 か ら 研 究 動 向 を 解 説 い た だ き ま し た 。

ま ず 、 横 山 明 彦 氏 ( 東 京 大 学 教 授 ) か ら 、 『 電 力 シ ス テ ム 改 革 と 再 生 可 能 エ ネ ル

ギ 大 量 導 入 に 対 す る 電 力 シ ス テ ム の ス マ ト 化 」 と 題 し て 、 電 力 自 由 化 と そ れ

に 続 く 発 送 配 電 部 門 の 法 的 分 離 な ど で 電 力 系 統 を 取 り 巻 く 環 境 が 変 化 し て い る こ

と 、 固 定 費 買 い 取 り 制 度 に 伴 い 再 生 エ ネ と り わ け 太 陽 光 発 電 が 急 速 に 増 大 し て い

る た め 電 力 系 統 の 周 波 数 変 動 や 配 電 系 統 の 電 圧 上 昇 な ど 課 題 が 増 加 す る こ と が 話

さ れ ま し た 。 こ の た め 従 来 の 集 中 型 電 源 を ベ ー ス と し た 系 統 制 御 だ け で な く 分 散

型 電 源 の 制 御 や 需 要 家 の 情 報 を 統 合 活 用 し て 効 率 ・ 品 質 ・ 信 頼 度 よ く 電 力 供 給 を

行 う シ ス テ ム H ス マ ー ト グ リ ッ ド が 求 め ら れ 、 官 学 民 協 同 で 妓 術 開 発 と 実 証 研 究

が 進 め ら れ て い る こ と が 述 べ ら ま し た 。

続 い て 松 山 隆 司 氏 ( 京 都 大 学 教 授 ) か ら 、 「 『 エ ネ ル ギ ー の 情 報 化 』 に よ る ス

マ ー ト コ ミ ュ ニ テ ィ の 実 現 」 と 題 し て 、 東 日 本 大 震 災 に よ っ て 今 ま で 以 上 に 節 電

の 必 要 性 が 高 ま っ た が 、 そ の た め に 多 数 の 電 気 機 器 が つ な が る シ ス テ ム 全 体 の 省

エ ネ を 目 指 す ス マ ー ト エ ネ ル ギ ー マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム が 有 効 で あ る 。 こ の 実 現

に は 「 エ ネ ル ギ ー の 情 報 化 」 と し て 「 電 力 消 費 の 見 え る 化 」 や 、 電 力 使 用 量 を リ

ア ル ヲ イ ム で 管 理 す る 制 御 シ ス テ ム な ど 情 報 ・ 制 御 技 術 の 進 展 と 活 用 の 重 要 で あ

る と し て 、 そ の 具 体 的 技 術 の 内 容 が 紹 介 さ れ ま し た 。

- f L O N E 2 3  概 要 報 告

第 二 十 三 回 原 子 力 工 学 国 際 会 議 ( I C O N E 2 3 } が 、 平 成 二 十 七 年 、 五 月 十

七 日 ( 日 ) か ら 五 日 間 に わ た り 千 葉 の 幕 張 メ ッ セ で 開 催 さ れ ま し た 。 主 催 は 日 米

機 織 学 会 、 中 国 原 子 力 学 会 で 、 日 本 原 子 力 学 会 、 日 本 保 全 学 会 、 韓 国 原 子 力 学 会

I A E A 国 際 原 子 力 機 関 、 力 ナ ザ 原 子 力 学 会 、 欧 州 原 子 力 学 会 、 韓 国 機 械 学 会 、

原 子 炉 構 造 工 学 園 際 会 議 の 各 学 会 諸 国 体 が 協 賛 し ま し た 。 ま た 当 会 の 理 事 の 一 人

で あ る 久 郷 理 事 が 大 会 運 営 委 員 長 を 務 め た こ と か ら 、 当 会 も 協 賛 し 、 吉 川 柴 和 当

会 会 長 が 大 会 組 織 垂 員 会 の 委 員 と し て 大 会 運 営 に 助 言 を 行 い ま し た 。

会 議 は ア ジ ア 十 三 か 国 、 北 米 二 か 国 、 欧 州 十 五 か 国 、 計 二 十 七 か 国 九 六 二 名 の

参 畳 録 が あ り 、 招 待 講 演 者 な ど を 吉 め る と 約 一 O O O 名 が 講 演 研 究 発 表 を 行 う

大 規 模 な 国 際 会 議 と な り ま し た 。

基 調 講 演 で は 、 土 井 資 源 エ ネ ル ギ ー 庁 審 議 官 か ら 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の 廃 炉 計

画 と エ ネ ル ギ ー 基 本 計 画 に つ い て 報 告 が あ っ た ほ か 、 k e y 米 国 D O E 次 官

補 代 理 、 B O U G h t e r フ ラ ン ス C E A 原 子 力 局 部 長 、 w a n g 中 国

S N P T C 技 師 長 か ら 、 各 国 ・ 地 域 の 原 子 力 政 策 や 開 発 計 画 が 紹 介 さ れ ま し た 。

ま た 産 業 界 や 学 界 か ら は 、 関 西 電 力 ( 株 ) 豊 松 副 社 長 か ら 日 本 の 原 子 力 発 電 所

の 運 転 再 開 に 向 け た 事 業 者 の 取 り 組 み と 題 す る 講 演 が あ っ た ほ か 、 ウ ェ ス テ イ

ン ゲ ハ ウ ス 社 の R O d e r - c k 社 長 、 中 国 C N N C の L e l 副 社 長 、 韓 国 原

子 力 学 会 の G h a n E 会 長 、 欧 州 委 員 会 研 究 エ ネ ル ギ ー 総 局 の G o e t h e m

上 席 研 究 官 か ら 業 界 、 学 界 を 代 表 す る 講 演 が 行 わ れ た 。

次 回 ( 第 二 + 四 回 ) は 米 国 ノ ス 力 ロ ラ イ ナ 州 シ ヤ ロ y ト で 平 成 二 + 八 年 五

月 に 開 催 予 定 で す 。
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子 懇 親 会 ( 黄 集 会 と 共 催 ) 報 告

平 成 二 十 八 年 四 月 二 十 八 日 、 京 都 大 学 時 計 台 記 念 館 二 階 の 会 議 室 E に お

い て 当 会 通 常 総 会 の 後 、 『 L S I の 開 発 競 争 と E U V 光 源 の 開 発 研 究 」 と

題 し て 関 西 大 学 先 端 科 学 技 術 推 進 機 構 研 究 員 の 大 西 正 視 氏 か ら 次 の 内 容 で

ご 講 演 を い た だ き ま し た 。

こ れ ま で し S I の ト ラ ン ジ ス ヲ 寸 法 の 微 細 化 は リ ソ グ ラ フ ィ に 用 い る 光

源 と し て 守 司 エ キ シ マ レ ー ザ ー を 用 い る こ と 等 に よ り 進 め ら れ て き た が 、

一0 ナ ノ れ 以 下 の 微 細 化 を 行 う に は 極 端 紫 外 線 ( E U V ) 光 源 の 開 発 が 必

要 と な っ て い る 。 E U V 光 源 の 現 状 と し て 必 要 な 出 力 を 達 成 し て い な い こ

と に 加 え 、 不 純 物 ( デ ブ リ ) が シ リ コ ン ウ エ ハ や 露 光 シ ス 子 ム の ミ ラ

に 付 着 す る こ と に よ る 問 題 点 が 生 じ た 。 そ こ で 文 部 科 学 省 の 「 大 学 発 新 産

業 創 出 拠 点 ブ ロ ジ ェ ヲ ト 」 の 支 援 を 受 け 、 マ イ ク ロ 波 を 用 い た 苦 プ ラ ズ マ

生 成 に よ る E U V 生 成 研 究 を 行 い 、 ヂ ブ リ の 発 生 し な い E U V 光 源 を 開 発

し た 。
講 演 会 の あ と 閉 じ 会 場 で 懇 親 会 に 移 り 、 石 井 裕 剛 理 事 の 司 会 で 会 員 相

互 の 親 睦 が 深 め ら れ ま L P Z 冒 頭 、 新 田 隆 司 理 事 か ら 開 会 の 挨 拶 が あ り ‘

若 林 二 郎 先 生 に よ り 乾 杯 の ご 発 声 で 宴 に 移 り ま し た 。 出 席 者 全 員 か ら 話 題

豊 富 に 近 況 報 告 が 行 わ れ 、 予 定 時 聞 を 大 幅 に 超 え る な か 永 里 善 彦 理 事 よ り

締 め く く り の あ い さ つ を い た だ き 散 会 と な り ま し た 。

講 演 の 詳 細 は 、 シ ン ビ オ ニ ュ ー ズ & レ ポ ー ト ( ※ ) に 掲 載 し て い ま す 。

藤 井 有 蔵 言日

「ー E 仁 に お け る 国 際 標 準 化 活 動 」 東 京 講 演 会 報 告

こ の 数 年 来 、 日 本 の 産 業 界 と り わ け 電 干 ・ 電 気 通 信 分 野 に お い て の 相 対

的 な 国 際 競 争 力 の 低 下 が 指 摘 さ れ て お り 、 国 産 業 界 で 改 善 に 向 け 犠 々 な 取

り 組 み を 試 み て い ま す 。 勿 論 、 そ の よ う な 環 境 の 中 に あ っ て も 国 際 的 な 指 導

力 を 十 二 分 に 発 揮 さ れ て い る ケ l ス も 多 数 存 在 し ま す 。 と り わ け 、 保 準 化 と

い う 日 常 的 に は な か な か 表 に 出 て こ な い も の の 世 界 的 な 経 済 ・ 産 業 活 動 の ス

ム ズ な 展 開 に 欠 か せ な い 活 動 に お い て 、 現 在 、 日 本 人 が リ ゲ シ ツ プ を

発 摺 博 し て い る 好 例 が あ り ま す 。

黄 葉 会 と の 共 催 の 東 京 講 演 会 は 「 l E C に お け る 国 際 標 準 化 活 動 」 と 題 し

て パ ナ ソ ニ ツ ヲ 株 式 会 社 顧 問 で 現 l E C ( 国 際 電 気 標 準 会 議 ) 会 長 の 野 村 淳

二 氏 を 講 師 に 、 平 成 二 十 七 年 十 二 月 十 二 目 、 京 都 大 学 東 京 オ フ ィ ス に て 開 催

し ま し た 。

- E C ( 電 気 ・ 電 子 お よ び 関 連 技 術 分 野 ) は 、 - T U (無 線 ・ 電 気 通 信 分

野 ) 、 I S O ( そ の 他 の 分 野 ) と 相 互 補 完 的 に 国 際 標 準 規 格 作 成 活 動 を 担 っ

て い ま す 。 近 年 I E C は 『 安 全 」 に 的 を 絞 っ た 活 動 を 行 っ て い る と の こ と で

社 会 の 隅 々 に 浸 透 し 日 常 活 動 を 支 え る 電 気 ・ 電 子 シ ス テ ム が 益 々 複 雑 化 し て

い る 現 状 に お い て 、 我 々 の 生 命 に 直 接 関 係 す る 『 安 全 」 に 重 点 在 置 い た 標 準

化 の 推 進 は 誠 に 理 に 適 っ た も の で す 。 し か も 、 妓 術 進 歩 お よ び 社 会 的 ニ l ズ

の 変 化 が 加 速 し て い る 現 代 に お い て 、 標 準 化 活 動 が 追 い つ け な い よ う で は 困

る わ け で 、 迅 速 化 に つ い て も 工 夫 を 加 え な が ら リ ず シ y プ を 発 揮 さ れ て

い る 犠 子 を 伺 え て 、 今 後 日 本 が ど の よ う に 世 界 に 貢 献 で き る の か を 示 唆 す る

貴 重 な 講 演 内 容 で し た 。

同 講 演 の 詳 細 は シ ン ピ オ ニ ュ ー ズ & レ ポ ー ト ※ ) を ご 参 聞 く だ さ い 。
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ハ ル ピ ン 工 程 大 学 主 催 の 第 8 回 国 際 大 学 雪 像 制 作

競 技 大 会 に 参 加 し て

正 月 三 日 か ら 六 日 問 、 真 冬 の ハ ル ピ ン で 開 催 さ れ る 恒 例 の ハ ル ピ ン

工 程 大 学 主 催 国 際 大 学 雪 像 制 作 競 技 大 会 に 参 加 し ま し た 。 今 年 は 二 十

か 固 か ら 約 六 + 大 学 の チ l ム が 参 加 。 京 大 原 子 核 チ ー ム は 一 昨 年 か ら

連 続 参 加 で 三 回 目 で す 。 今 年 は 修 士 二 年 生 の 私 を キ ャ プ テ ン に 、 井 上

福 太 郎 ( M Z ) 、 小 西 健 人 ( M 1 ) 、 大 肉 健 太 郎 ( E 4 ) の 四 人 チ ー

ム で 、 井 上 君 は 二 年 前 も 参 加 し て い ま す 。

私 た ち 四 人 の 旅 は ロ ス ト パ ゲ l ジ か ら 始 ま り 、 雪 像 造 り で は 遅 れ す

ぎ と 急 か さ れ る 中 、 ベ テ ラ ン の は ず の 井 上 君 は 風 邪 で 体 調 を 崩 し ず ウ

ン す る な ど 波 乱 ず 〈 め で し た 。 し か し 、 現 地 学 生 と の 交 流 に よ っ て 今

回 の 滞 在 が 非 常 に 有 意 義 な も の と な り ま し が も 学 生 ボ ラ ン テ ィ ア の 方

々 や シ ン ポ ジ ウ ム の 参 加 者 と 英 語 や 日 本 語 、 筆 践 を 駆 使 し て 様 々 怠 事

を 話 し 、 行 動 を と も に す る こ と で 文 化 の 遣 い を 感 じ る こ と が で き ま し

十 も ま た 、 我 々 の 雪 像 造 り が 遅 れ て い た た め 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 の 友

人 が 手 伝 い に 来 て く れ ま し た 。 彼 ら は 子 ス ト 期 間 に も か か わ ら ず 、 よ

く 知 ら な い 我 々 の 手 伝 い を 本 当 に 真 剣 に 取 り 組 ん で く れ 、 そ の よ う な

多 〈 の 人 の 媛 助 の お か げ で 自 信 作 と 言 え る 雪 像 を 作 り 終 え る ζ と が で

き ま し た 。

今 回 の 滞 在 を 通 し て 、 こ れ ま で 自 分 が 知 っ て い る 一 面 だ け で 偏 見 を

持 っ て い た 事 を 恥 ず か し く 思 う と と も に 、 も っ と 多 く の 国 の 人 と 深 い

関 わ り を 持 ち た い と い う 考 え が 生 ま れ ま し た 。

米 国 原 子 力 学 会 秋 の 大 会 に 参 加 し て

山 内 輝 ~a
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著 者 は 、 二 O 一 五 年 十 一 月 八 S 十 一 日 、 ワ シ ン ト ン D C で 開 催 さ れ た 米 国 原 子 力 学 会 ( A N S ) 秋 の 大 会

に 事 加 し ま し t r z 著 者 は 、 E E 近 の 北 朝 鮮 に よ る 核 兵 器 実 験 や 韓 国 ・ 中 国 の 中 近 東 諸 国 へ の 原 発 輸 出 を 懸 念 し

て お り ‘ そ 由 よ う な 点 で と 〈 に 印 章 深 か っ た ア イ ゼ ン ハ ウ ア 賞 授 賞 式 の 模 様 を 紹 介 し ま す 。

A N S は ‘ 一 ー 九 五 三 年 十 二 月 八 日 国 連 総 会 で の 米 国 ア イ ゼ ン ハ ウ ア 大 統 領 の 『 原 子 力 に よ る 平 和 」 演 説 の 翌

年 に 発 足 し て い ま す 。 現 在 A N S は 四 十 か 国 の 大 学 、 研 究 機 関 、 産 車 界 に 書 棟 な 専 門 分 野 の 会 員 一 一 0 0 0

人 を 擁 す る 大 学 金 で す が 、 そ の 中 に 核 不 紘 散 政 策 と い う 部 会 が あ り ま す 。 今 回 の 大 会 初 日 ブ レ ナ リ ー で は 、

岡 部 会 企 画 の 桜 不 慌 散 政 策 に 関 す る 基 調 パ ネ ル が あ り 、 そ こ で ア イ ゼ ン ハ ウ ア 賞 授 賞 式 が 行 わ れ ま し た 。

慢 賞 式 風 畢 を 写 真 で 示 し ま す が 、 司 会 者 の A N 5 室 長 ド ナ ル ド ・ ホ フ マ ン 氏 は ‘ 『 今 日 は 退 役 軍 人 の 固 な

由 で 、 私 も 海 軍 軍 役 中 綬 与 さ れ た メ ず ル を つ け て い る 。 今 年 創 設 の ア イ ゼ ン ハ ウ ア 貰 は 、 国 連 総 会 で 原 子 力

を 戦 争 の 兵 器 で は な く 、 人 類 の 福 祉 に 役 立 て る た め 、 ア メ リ カ は 世 界 諸 国 に 原 干 力 の 知 識 を 提 供 し た い と 呼

び か け た ア イ ゼ ン ハ ワ ア 大 統 領 を 記 念 す る も の で あ る 。 そ の 最 初 白 受 賞 者 と し て 、 続 不 拡 散 政 策 部 会 の 推 薦

に よ り レ ー ガ ン 大 統 領 時 代 の 国 務 長 官 ジ ョ ー ジ ・ シ ユ ル ツ 氏 と ス タ ン フ ォ ー ド 国 立 加 速 器 実 験 所 名 音 教 授 シ

ド ニ ー ・ ド エ ル 氏 に 慢 与 す る 。 お 二 人 に 故 ア イ ゼ ン ハ ウ ア 大 統 領 令 嬢 の ス l ザ ン

ア イ ゼ ン ハ ウ ア 氏 か ら メ ず ル 慢 与 を お 願 い し ま す 。 』 と 紹 介 し ま し ゃ も ス l ザ ン

ア イ ゼ ン ハ ウ ア 氏 の 背 後 の ス ク リ ン に は 故 ア イ ゼ ン ハ ウ ア 大 統 領 、 畳 賞 者 の

ジ ョ ー ジ シ ユ ル ツ 氏 と シ ド - 一 ・ ド ヱ ル 氏 の 向 像 写 真 が 投 影 さ れ て い ま す 。

壇 上 の 二 人 も 会 場 の 書 加 者 も 九 + 歳 の ジ ョ ー ジ シ ユ ル ツ 氏 が 車 い す で ン ド ニ

ド エ ル 氏 と 畳 壇 し て く る と こ ろ を 注 視 し て い ま す 。

お 二 人 由 授 賞 理 由 は 、 ノ ー ベ ル 平 和 賞 畳 貰 で 著 名 な 旧 ソ 遣 の 核 科 学 者 敵 サ ハ ロ

フ 氏 と 協 力 し て 、 桜 兵 器 競 止 量 約 と 績 不 槌 散 量 約 の 締 結 に 国 際 的 に 貢 献 さ れ た と

の 二 と で す 。 原 子 力 に は 福 島 事 故 の よ う な 潔 境 の 放 射 能 汚 染 の 危 険 性 だ け で な く

核 兵 器 の テ ロ や 戦 争 利 用 の 危 険 性 が あ り ま す 。 核 兵 器 大 固 な ら で は の 米 国 原 子

力 学 会 由 姿 勢 に 感 銘 を 受 け た 次 第 で す 。 Ali
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で
あ
り
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
。

ST
SS

の
方

は
日

本
か

ら
の

参
加

者
が

多
い

印
象

で
あ

り
、

イ
ン

フ
オ

マ
ル
な
雰
囲

気
で

和
や

か
に

議
論

が
行

わ
れ

て
い

た
。
26

日
に

開
催

さ
れ

た
が

ん
こ

高
瀬

川
二

条
苑

で
の

パ
ン

ケ
ッ

ト
で

は
、

舞
妓

さ
ん

に
よ

る
踊

り
の

パ
フ

オ
マ
ン
ス
や
お
酌
の

サ
ピ
ス
が
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

。
次
回
、

IS
SN
P
は
今
年
の

9
月
26

日
か

ら
28

固
ま
で
中
国
の
成
都
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、

ST
SS

の
方
は
ま
だ
正
式
に
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、

20
17

年
頃

の
開

催
が

検
討

さ
れ
て
い
る

。

「 巴
z z - ロ

裕
剛

石
井

ST
SS
/I
SS
NP
 2
01
5
報

告
プ ラ ン ト D i d リ ス ク モ ニ タ ソ フ ト の 開 発

プ ラ ン ト ロ 一 且 リ ス ヲ モ 二 世 と は 、 複 雑 な プ ラ ン ト で 起 こ り う る 様 々 な 人

問 機 械 系 相 互 作 用 を 状 態 遷 移 モ デ ル と し て 表 現 し て そ の 振 舞 い を シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン に よ っ て 多 角 的 に 分 析 す る た め の ツ l ル で す 。 な お 、 口 一 且 と は 多

層 防 護 5 1 2 m m - コ 晋 E Z の 略 語 で す 。 プ ラ ン ト ロ E リ ス ヲ モ ニ 舎 の 具

体 例 と し て 、 シ ン ガ ポ ル 在 住 の 中 川 隆 志 さ ん の 協 力 で 国 内 原 発 の 再 稼

働 で 問 題 に な っ て い る シ ビ ア ア ヴ シ デ ン ト 時 の 事 敵 対 応 操 作 マ ニ ュ ア ル を

検 証 す る た め の ソ フ ト ウ エ ア シ ス 子 ム を こ の 二 年 間 で 開 発 し ま し た 。

下 の イ ラ ス ト 図 で 、 そ の ポ イ ン ト を 簡 単 に 示 し ま す 。 要 す る に 、 人 間 と

機 械 で 構 成 さ れ る シ ス テ ム ( 人 問 機 械 系 ) の 人 間 系 、 機 械 系 い ず れ で も そ

の 基 本 要 素 を 役 者 ( ア ク 告 l ) と し て 擬 人 化 し そ れ ら を 階 層 化 し て 全 体 を

把 握 す る と と も に 、 ア ヲ 告 そ れ ぞ れ の 振 舞 い は 、 ア ウ ヲ 聞 の メ ツ セ

ジ の や り 取 り に よ っ て 進 行 す る と い う も の で 、 い わ ば 要 素 を バ ラ バ ラ に し

た 台 本 で 上 演 さ れ る 模 擬 劇 場 ( バ ー チ ャ ル シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ) で す 。

開 発 し た ソ フ ト ウ エ ア の 解 説 や ソ フ ト ウ エ ア の ず ウ ン ロ ー ド の た め の サ

イ ト を 現 在 準 備 中 で す 。 本 年 九 月 に は 公 開 の 予 定 で す の で 、 当 会 の ホ ー ム

ベ l ジ を ご 覧 く だ さ い 。

今 後 、 原 発 の よ う な プ ラ ン ト だ け に か ぎ ら ず 、 皆 さ ま の 協 力 で 、 交 通 機

関 の 運 転 者 一 般 や 消 防 、 警 察 な ど 、 適 切 な 事 故 時 対 応 が 求 め ら れ る 分 野 で

広 く 防 災 マ ニ ュ ア ル の 設 計 開 発 や 要 員 の 教 育 研 修 に 役 立 つ シ ス テ ム と し て

の 発 展 を 期 待 し て い ま す 。

吉 川
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